
佐藤夏はぜ農園 事業化事例

ー 継続は⼒なり ー

2026年1月31日

花巻市 ⾼松第３⾏政区 ふるさと地域協議会 様



簡単な自己紹介
• 50歳後半から 親から⽥畑・農作物を引き継ぎ、リタイア後の六次化構想の準備開始
• 2016/9⽉ 64歳 ︓⻑野農業改良普及Cに相談、六次化推進員のアドバイスをもらう
• 2018/3⽉ 65歳 ︓サラリーマン卒業 (システムエンジニア、ネットワークエンジニア）実家へ
• 2018/10⽉ 66歳 ︓ナツハゼジャム製造/販売開始、農事組合法⼈役員
• 2018/10⽉〜2020年 ︓県農政部、⻑野市、⻑野地域振興局主催六次化研修会 多数受講

⽣産農産物︓ ナツハゼ 800本80R（1987年︓先代が400本移植、、2025年300本定植）

ブルーベリー 150本（40年前に信濃町が県内初の産地化）

ルバーブ 200株（昭和初期にカナダ⼈宣教師が信濃町に持ち込む 40年前から栽培）

加⼯農産物︓ ナツハゼのジャム、ドリンク、⽣ハチミツ
ブルーベリーのジャム、ジュース
ルバーブのジャム、ジュース



1980年代 栽培に着手

加工・販売開始2018年

著名レストラン
NOMA、メトロポリ
タン長野等

直販
ネットショップ

観光ホテル、
ペンション

道の駅・直売所

＜六次化農事組合設立＞
ブルーベリー、ルバーブ加工開始
和製ベリー（ぶんぶくの実）に着目
次世代回収覚悟で400本移植

＜研究レポート＞
・宮崎大学
・聖霊女子大学
・福島県農業総合センター
・福島県ハイテクプラザ

＜視察＞
関東農政局

農泊推進の参考例

村おこし

評価

着目

2007～2014 成分、効能データ

百貨店、土産屋



商談会風景１回目 2019年1月

写真多用



日本農業新聞 長野版 2019年5月１７日
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今後の計画
• 仲間作り

• 町内でのナツハゼ栽培農家を増やす 10年物、２年物
• 町内希望家庭に庭⽊、鉢植えとして数本づつ苗⽊を配布予定
• ナツハゼの郷 健康町樹で地域振興を （⾼抗酸化作⽤に期待）

• 健康訴求
• 科学的根拠の整備 、⼈介⼊試験（岩⼿県事例参考に）

• 本命のジャム主体から ʼ次ʻへの戦略的マーケティング
• 冷凍果実の販売強化（有名レストラン向け、⾷品業界向け、個⼈向け）
• エキス⼊り加⼯品開発（ガム、飴、グミ、、）
• 濃縮発酵酢(バルサミコ酢タイプ) の開発
• ナツハゼ以外の町特産品とのセット販売（ブルーベリー、⾚いルバーブ）
• 畑そのもの（収穫体験、紅葉景⾊）農ある⾵景でファンを増やす アグリツーリズム



2025年 2年生300本定植

2026年春 10年生 300本 購入予定


